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第１０２号（令和 3.12.3） 

発行：環境政策課ＩＳＯ事務局（内７０８６） 

 

今 ， そ こ に あ る 『 気 候 危 機 』  

～国連気候変動枠組条約 

第 26 回締約国会議（COP26）が開催される～  
 

＼ W A R M B I Z／  

｢COP26｣で採択された ｢グラスゴー気候合意 ｣を一部紹介  

出典：AR6 Climate Change 2021:The Physical Science Basis

（Summary for Policymakers） 

 地球の平均気温の変化（西暦 1 年～2020 年） 

近年，「異常な」気温変化が生じている  

ことが分かります。  

・パ リ 協 定 の 1.5 度 目 標 を 追 求 す る た め ，世 界 全 体 の 温 室 効 果 ガ ス の 排

出 量 を 2010 年 比 45%削 減 ， 21 世 紀 半 ば に は 実 質 ゼ ロ へ 。  

・ 2022 年 末 ま で に NDC（ 国 別 削 減 目 標 ） を 見 直 し ， 強 化 し て い く 。  

な ど  
 

パ リ 協 定 の 1.5℃ 目 標 を 達 成 す る た め

に は ， ま す ま す 「 野 心 的 に 」 温 暖 化 対

策 を 実 施 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

国 連 気 候 変 動 枠 組 条 約 の 締 約

国 が 集 ま り ，気 候 危 機 に 対 し て 国

際 社 会 が ど の よ う に 対 策 を と っ

て い く か を 協 議 す る 「 COP26 」

( 令和 3 年 10 月 31 日～11 月 13 日 ) が 開 催 さ

れ ま し た 。  

首 脳 級 会 合 「 世 界 リ ー ダ ー ズ ・

サ ミ ッ ト 」で は 岸 田 総 理 が 演 説 を

行 い ，2030 年 ま で の 期 間 を「 勝 負

の 10 年 」 と 位 置 付 け ， 全 て の 国

に 野 心 的 な 気 候 変 動 対 策 を 呼 び

か け ま し た 。  

パ リ 協 定 に お け る ， 産 業 革 命

(1850 年頃)以 降 の 世 界 平 均 気 温 上

昇 を 1.5℃ 未 満 に 抑 制 す る 目 標 を

世 界 で 追 求 し て い く こ と が 正 式

に 合 意 さ れ ま し た 。  
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第 ３ 次 調 布 市 地 球 温 暖 化 対 策 実 行 計 画 (事 務 事 業 編 )の 取 組 結 果  

 
 

「 電 力 の 排 出 係 数 ※ 」 は ， 電 力 会 社 ・ 年 度 に よ っ て 変 わ り ま す 。

係 数 は 東 日 本 大 震 災 (平成 23 年)以 降 上 昇 傾 向 で し た が ， 平 成 25 年

度 か ら 下 方 傾 向 に な っ て い ま す 。 そ の 減 少 分 を 含 め て 計 算 す る と

6.2％ の 削 減 ○ア で す が ， 排 出 係 数 の 減 少 を 考 慮 し な い （ エ ネ ル ギ ー

使 用 の み の ） 比 較 で は ， な ん と ３ .９ ％ も 増 加 ○イ し て い ま す 。  

調 布 市 役 所 で は ，「 第 3 次 調 布 市 地 球 温 暖 化 対 策 実 行 計 画 （ 事 務 事

業 編 ）（ 平成 28～令和 2 年度）」（ 以下，「第３次計画」） に 基 づ き ， 市 有 施 設 か ら

排 出 さ れ る 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 に 取 り 組 ん で き ま し た 。  

〇 第 ３ 次 計 画 の 目 標 と 結 果  

削 減 目 標 ： 基 準 年 度 （ 平 成 26 年 度 ） 比 3.2％ 削 減  

令 和 2 年 度 実 績 ： 基 準 年 度 比 6.2％ 削 減 ， 目 標 達 成  

ゴヤたん 'ｓ  ぽいんと ! !  

① 3R に お け る 「 リ デ ュ ー ス 」 の よ う に ， エ ネ ル ギ ー 使 用 量 を 減 ら す  

「 省 エ ネ 」 が 最 重 要 の 取 組 で す 。  

② 最 大 限「 省 エ ネ 」し つ つ ，温 室 効 果 ガ ス を 出 さ な い「 再 エ ネ 」を 導 入

し て い し て い く こ と が 必 要 で す 。  

③ 公 共 施 設 の 新 増 改 築 を 行 う 際 に は ， 2050 年 ま で の 活 用 を 見 据 え て 持

続 可 能 な 公 共 施 設 を 造 る こ と が 必 要 で す 。建 物 の CO 2 排 出 を 実 質 ゼ ロ

に す る 「 ZEB 化 」 を 検 討 し ま し ょ う ！  

〇 第 ３ 次 計 画 期 間 に お け る 温 室 効 果 ガ ス 排 出 実 績 の 推 移  

「 2050 年 CO2 排出実質ゼロ」を目指し，更なる「省エネ」

の推進，「再エネ」利用や「 ZEB 化」の検討が必要です。  

そ こ で  

○ア  

○イ  

(計画終了年度) 

※電力の排出係数：電気事業者が販売する電気１kWh 当たりの CO2 の排出量のこと 
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☆ 令 和 3 年 度 第 1 四 半 期 の 環 境 目 標 達 成 状 況  

取組対象 
 

項  目  
R3 第 1 四半期 

判 定  

R2 第 4 四半期 

判 定  

全公共施設 

  ・車両 
各

課

共

通

項

目  

1  

第 4 次調布市地球温暖化対策実行計画 

(事務事業編）に係る CO2 排出量の削減 
-令 和 元 年 度 比 1. 2％ 削 減 -  

〇  未達成 

たづくり 

市庁舎 

ｸﾞﾘ ｰ ﾝ ﾎｰ ﾙ 

総 合 福 祉 セ ン タ ー 

2  
環境確保条例に係る CO 2 排出量の削減 

-基 準 年 度 か ら 27％ 削 減 -  
〇  〇  

全 課  3  

グ リ ー ン 購 入 の 推 進  
-グ リ ー ン 購 入 率 を 95％ 以 上 に す る -  

※ 「 グ リ ー ン 購 入 法 適 合 商 品 」 購 入  
〇  〇  

市庁舎内 

の全 課  

管

財

課  

項

目  

1  
電 気 使 用 の 抑 制  

-令 和 元 年 度 を 上 回 ら な い -  
〇  未達成 

2  
ガ ス 使 用 の 抑 制  

-令 和 元 年 度 を 上 回 ら な い -  〇  〇  

3  
水 道 使 用 の 抑 制  

-令 和 元 年 度 を 上 回 ら な い -  
未達成 〇  

4  

可 燃 物 排 出 量 の 削 減  
-令 和 元 年 度 を 上 回 ら な い -  
※資源物（新聞・雑誌＋リーフレット・段ボール 

・ ミ ッ ク ス ペ ー パ ー ） ＋ 資 源 物 以 外 の 可 燃 物  

〇  〇  

5  

不 燃 物 排 出 量 の 削 減  
-令 和 元 年 度 を 上 回 ら な い -  
※ 不 燃 物 … 資 源 物 （ カ ン ・ ビ ン ・ ペ ッ ト ボ ト ル  

・ プ ラ ス チ ッ ク ） ＋ 資 源 物 以 外 の 不 燃 物  

未達成 未達成 

 

  

★環境目標(各課共通項目 ･管財課項目)★  

 

 
 

 

「 環 境 目 標 」 は ， 市 の 各 部 署 で 取 り 組 む 事 務 事 業 か ら 発 生 す る 環

境 負 荷 を 低 減 し ， 環 境 保 全 を 行 う た め の 目 標 で す 。 現 在 は ，「 2050

年 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 」 を 目 指 す う え で の 市 の 率 先 行 動 と し て ， 温

室 効 果 ガ ス の 排 出 を 抑 制 す る こ と を 主 眼 に 設 定 し て い ま す 。  
 

 

 

 

 
 

〇 … 達 成  

緊 急 事 態 宣 言 下 に あ り ， 施 設 の 利 用 制 限 が 行 わ れ て い た

関 係 か ら ， CO 2 排 出 関 連 目 標 は 達 成 し て い ま す 。 10 月 1 日

以 降 は ， 宣 言 が 解 除 さ れ て い ま す の で 注 意 が 必 要 で す 。  

出典：環境省  

 

[  解 説 ]「 グ リ ー ン 購 入 の 推 進 」 や 各 種 廃 棄 物 の 削 減 に つ い て  

事 業 者 自 ら の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 の み な ら ず ， 原 材 料 調 達 ・ 製 造 ・ 物 流 ・

販 売 ・ 廃 棄 な ど ， 一 連 の 流 れ 全 体 か ら 発 生 す る 温 室 効 果 ガ ス を 併 せ て 考 え

る こ と が 「 サ プ ラ イ チ ェ ー ン 排 出 量 」 の 考 え 方 で す 。  

「 グ リ ー ン 購 入 の 推 進 」 や 各 種 廃 棄 物 の 削 減 は ， 「 Sc o p e 3」 の 温 室 効 果

ガ ス 排 出 低 減 に 寄 与 す る 重 要 な 取 組 で す 。  
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市長 か ら， 令 和３ 年 度の 環 境マ ネ ジメ ン ト推 進

に 当 たっ て ， 全て の 職 員 に 対す る 「 指 示 事項 」 が

４点示され て い ま す 。  

改め て ， 各 部 ・各 課 単位 で 認 識 の うえ ， それ ぞ

れ の 部 署 ご と に 環 境配 慮 型 の 事 務事 業 へ の転 換 に

積 極 的 に 取 り 組んでいた だ くようお願 い します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 2050 年ゼロカーボンシティの実現に向けて，職員一人  

一人が環境意識の更なる向上に努めること。  

 

環 境 マ ネ ジ メ ン ト 推 進 に 係 る ４ つ の 「 市 長 の 指 示 事 項 」  

②市の事務事業からの二酸化炭素排出ゼロに向けて，令和

３年度開始の第４次地球温暖化対策実行計画（事務事業

編）に新たに位置付けた様々な施策を着実に推進するこ

と。  

④ワンウェイプラスチックごみ削減のため，CHOFU プラス

チック・スマートアクションを継続し，職員の率先行動

に取り組むこと。  

解説 市 は 市 議 会 と 共 同 で 2050 年 ま で に 二 酸 化 炭 素 の 排 出 実 質 ゼ ロ を

目 指 す 「 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 」 の 実 現 を 目 指 す こ と を 宣 言 し ま し た 。

全 庁 一 丸 と な り ，一 人 一 人 が 事 務 事 業 の 中 で 取 り 組 め る 環 境 配 慮 を 進

め ま し ょ う 。ま た ，家 庭 に お い て も メ デ ィ ア 等 か ら 環 境 情 報 を 取 得 す

る こ と や ，省 エ ネ・再 エ ネ の 取 組 を 実 施 し ，環 境 意 識 を 高 め ま し ょ う ！  

解説 「 2050 年 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 」 の 実 現 に 向 け ， 市 職 員 は 率 先 的

に ，「 事 務 事 業 編 」に 基 づ い て（ 環 境 負 荷 の 低 減 を 念 頭 に 置 い て ）日 々

の 業 務 に 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ り ま す 。  

特 に ， 施 設 の 新 築 ・ 増 改 築 時 に お い て は ， 建 物 か ら の CO 2 排 出 を  

可 能 な 限 り ，実 質 ゼ ロ に す る ZEB 化 の 検 討 を「 今 」行 う 必 要 が あ り ま す 。 

解説 環 境 に 配 慮 し た 電 力（ 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー ）に 切 り 替 え を 行 う こ

と で ， 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 を 図 る こ と が で き ま す 。  

③再生可能エネルギーの利用拡大のため，公共施設におけ

る 環 境 に 配 慮 し た 電 力 へ の 切 り 替 え を 強 力 に 推 進 す る

こと（環境配慮契約による電力調達）。  

解説 プ ラ ご み の 削 減 は ， 生 態 を 傷 つ け る 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク の 流 出 抑 制

に つ な が り ま す 。 ま た ， 温 室 効 果 ガ ス 排 出 削 減 に も つ な が り ま す 。 マ

イ ボ ト ル や マ イ バ ッ グ を 活 用 し ， 使 い 捨 て ご み を 削 減 し ま し ょ う ！  


